
今月の記念日

今月のことば

　間もなく子どもたちが楽しみにして
いる夏休みがやってきます。夏休みは
欧米の学校で慣行として行われていた
制度が外国人教師によってもち込まれ
たものです。９月に学年が始まる国や
地域では、７～８月は学年末になりま
すから、長期の休みがスムースに実施
されていました。
　日本では明治１８年（１８８５年）
まで、学年の始まりが９月でした。次
の年から国や県の会計年度に合わせて
４月に変更されました。４月に新年度
が始まってから３か月半が過ぎ、子ど
もたちが学校生活にようやく慣れてき
たころに長い休みに入ることになりま
す。子どもたちの生活が乱れがちにな
ることは十分に予想されました。
　そこで、子どもたちの意識を学校や
学習につなぎ止めておこうと思いつい
たのが、夏休み中に登校日を設けたり
課題を与えたりすることでした。これ
がいまも学校が課題をだしている背景
です。せっかくの長期の休みにもかか
わらず、子どもたちは宿題をやらなけ
ればならなくなりました。
　かつての課題は、教師が市販の夏休
み用の教材を与えるなど、毎日規則正
しく取り組ませるためのものでした。

 子どもたちは午前中の涼しいうちに
指定された教材の問題に取り組んでい
ました。夏休みが終わるころになる
と、やり残した課題をまとめて急いで
やり終える子どももいました。
　そのうち、自らが研究テーマを設定
して取り組む「自由研究」が課題とし
て出されるようになりました。これに
は、学習に主体的に取り組む態度を育
てること、自然現象や社会課題、伝統
的な文化などに触れること、研究の方
法など科学的な学び方を身につけるこ
となどにねらいがあります。
　最近では、子どもの課題意識や主体
性を尊重するとの考えから、夏休みの
課題をいっさい出さない学校もでてき
ました。これに対して保護者のあいだ
には「宿題がないと、毎日遊んでばか
りいるので出してほしい」とか「子ど
もの好きなことに取り組ませる時間が
できるのでとてもよい」など、賛否両
面の受けとめがあるようです。

　子ども任せでは充実した夏休みを過
ごすことはできません。夏休みのまえ
になると、子どもたちが安全な生活を
送れるように、「夏休みの過ごし方」
など生徒指導が行われます。これと同
じように、夏休みに取り組む課題につ

いても、事前に子ども一人一人に応じ
たきめの細かい指導が望まれます。
　特に重視したい事前指導のポイント
は次の３点です。
　まず、夏休みの意義について理解さ
せることです。日ごろの学校での生活
とちがい、自ら課題意識をしっかりも
つことにより、充実した夏休みになる
こと、夏休みは自分の思いで自由に使
える時間であることを指導します。ま
た、今年の夏休みにはどのようなこと
に取り組みたいか。一人一人に「私の
夏休みの過ごし方」をじっくり考えさ
せます。友だちの過ごし方をヒントに
させる方法もあります。
　次に、学習計画を立てさせます。ど
んなことをどのように取り組むのか。
内容と方法の面からラフな計画を立て
させます。あまり細かくすると、生活
が窮屈になるだけでなく、計画倒れに
なるおそれがあります。計画は実施し
ながら修正してもよいことを夏休みに
入るまえに丁寧に指導します。
　さらに、保護者会などで保護者の理
解と協力を得るようにします。保護者
の意向も聞き取ります。夏休みは子ど
もたちを家庭に返す期間といわれてい
ます。保護者が夏休みの課題に関わる
ことがありますから、保護者に学校の
考え方や教師の願い、子どもたちへの
関わり方を伝えておきます。
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夏休みの課題をどうするか夏休みの課題をどうするか
●夏休みの課題に対する学校としての方針を明確にし、その趣旨を子どもたちや
保護者に事前に伝えます。
●子どもたちには、夏休みに入るまえに課題意識をもたせ、学習計画を立てさせ
ます。子ども一人一人への丁寧な事前指導がポイントです。

夏休みになぜ課題を出すのか

ポイントは事前の指導

志が固く、どのような
困難に遭遇してもひる
んだりくじけたりしな
いことをいいます。不
撓と不屈には同じよう
な意味があります。
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１８２５年のこの日、鶴屋南北（４代目）の代
表作である歌舞伎狂言「東海道四谷怪談」
が江戸の中村座で初めて上演されました。

幽霊の日
7月26日
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　ここでは「指導観」について考えま
す。学校教育に関連して、例えば、学
習指導要領、指導要録、指導主事、指
導教諭、指導書、学校指導課など、さ
まざまな場面で、「指導」の用語が使
用されています。さらに、指導内容に
関連して、進路指導、生徒指導（生活
指導）、教科指導などの用語が使用さ
れます。指導の類語に、助言、援助、
支援、指示、管理、統制などがあり、
それぞれ微妙に違いがあり、用途に
よって使い分けられています。
　学校教育における指導は主として教
師が行うものです。教師と子どもたち
のあいだで、教師が子どもたちに対し
て行う行為や働きかけです。指導の対
象者は子どもたちです。
　指導という行為を大きく捉えると、
教師の意図や思いや願いなどが先行し
て行われるものと、子どもの状況や課
題などに応じて行われるものがありま
す。前者は教師側からのトップダウン
の視点です。後者は子どもの側からの
ボトムアップで、援助とか支援などと
いうこともあります。
　「指導か支援か」とか「指導と助言は
どう違うのか」といった二項対立で捉
える傾向があります。両者の明確な線
引きは困難です。ひとつの捉え方とし
て、教師の子どもたちへのあらゆる関
わり方や働きかけを「指導」としてひ
と括りにし、指導の形態として、援助
や助言、支援、指示、さらに観察や共
感などを含めることが考えられます。
　子どもの自発性や自由度を尊重しす
ぎると、「指導すべきことはきちんと
指導してほしい」などと、教師の主体
性が問われます。教師の指導性と子ど
もの主体性は対極に位置しています。 

　現在、学習指導要領の改訂作業が進
行しています。わが国では、ほぼ１０年
ごとに「全面改訂（改定）」が行われてき
ました。改訂とは問題点や欠点を見な
おし、内容を改めることです。「一部改
正」とは意味が違います。
　学習指導要領の文面（内容）は全面
的に改訂されているでしょうか。「新旧
の対象表」を作成すると、各教科の多く
の教育内容は従前どおりであることに
気づきます。表現の仕方に違いがあって
も、趣旨や内容は大きく変わっていない
部分が多くあります。これまでの多くが
引き継がれていますから全面改訂でな
いことは一目瞭然です。
　もし内容のすべてが全面的に改めら
れたらどうなるでしょうか。学校は大混

乱になることは目に見えて明らかです。
一番の迷惑を被るのは子どもたちです。
先生方も指導の違いや変化に戸惑うこ
とでしょう。
　教育行政にとって重要な視点のひと
つは「継続性」です。無理なくスムースに
移行していくことが重要になります。船
にたとえると、キャッチャーボートでは
なく、大型のタンカーをイメージすると
よいでしよう。学習指導要領が変わると
完全実施に備えて「移行措置期間」が設
けられます。子どもたちの学びに抜け落
ちや重複がないように移行し、学校現
場に混乱をもたらさないようにするた
めの配慮です。
　にもかかわらず、「全面改訂」と流布さ
れるのは、改訂の内容にインパクトをも
たせ、関心を高めることに狙いがあるも
のと考えられます。改訂作業は今次学
習指導要領だけでなく、先の先を見据
えて円滑に移行していくことが重要に
なります。　　　　　　　　  　　（Ｉ）

　各学校が設定する年間授業時数がさ
らに減少したことが、文部科学省が毎
年実施している「教育課程の編成・実施
状況調査」で明らかになりました。
　学校教育法施行規則の「別表」に示
されている年間標準授業時数は、小学
校第４～6学年が１０１５時間です。調
査では、年間１０８６時間以上を「標準
授業時数を大幅に上回る時数」として
います。
　令和７年度において計画段階の年間
授業時数は第５学年を例にみると、標
準授業時数を大幅に上回った時数を設
定していたのは、わずか１．８％でした。
令和６年度は１７．７％、令和４年度は

３７．１％でしたから、年度ごとに大きく
減少してきたことがかわります。この傾
向は、実際に実施した授業時数の推移
においても同様でした。
　学校の設定する授業時数が増加してい
た状況に対して、文科省は学校の働き方
改革の趣旨から、平成３１年の通知で「標
準時数を大きく上回った授業時数を実施
することは教師の負担増加に直結する」と
して、時数の見直しを求めてきました。
　各学校が年間授業時数を増加した背
景には、平成１５年１２月に学習指導要
領の一部改正に伴って発出された通知
があります。「各教科等の年間授業時数
の標準を上回る適切な指導時間を確保
する」と示されたことが影響したものと
考えられます。これを受けて、各学校は
授業日や授業時間を増やすことに苦心
してきました。

◎定期送付の学校や先生方へ　送付先・部数等に変更のある場合は、右記にご連絡ください。　株式会社文溪堂 営業部 営業企画課　FAX.058-322-2224　Eメール bunkeido@bunkei.co.jp
◎「ぶんけい教育の小径」で検索すると、「教育の小径」のすべてのバックナンバーがご覧いただけます。
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I N F O R M A T I O N

夏休みの宿題は、最終日にまとめて必死で
やっていましたが、夏の自由研究・自由工作は
大好きで、毎年「今年は何をやろう？」とわくわ
くしていました。アリを観察したり、絵本を作っ
てみたり、文章を書いてみたり…。夢中で過ご
したあの夏休みの日々が、今の仕事につな
がっているのかもしれません。　　　   (M記)
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●わからない問題は、
　AIからヒントをもらってチャレンジ！

●負担の少ない32ページ！

算数の全問対応


